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🍃講義の様子

漢方の基礎知識
～漢方を知って健康に～

NO.1

漢方療法は、身近なものとな
り、漢方薬を利用される住民の
方々も増えてきています。本日
は、地域住民の方々の健康維持、
増進に役立つ漢方療法の基本に
ついて学びました。

講義では、漢方の基本的な考
え方、漢方が得意とする症状や
病気、服用する際の注意点や副
作用について学びました。漢方
療法は、体のバランスを整える
ことを目指しており、生活の中
で気を付けること「養生」もま
た、漢方と同様に健康維持、増
進には大切であることを学びま
した。

略歴：現職は福島県立医科大学附属病院 性差医療センター教授。漢方内科
部長、福島県立医科大学男女共同参画推進本部副本部長、男女共同参画支援
室長、地域医療支援センター副センター長を兼務。

専門領域： 産婦人科・生殖内分泌学・性差医療・漢方医療。
2004年12月「性差医療センター」は女性専門外来として設立される。2008年
12月1日、附属病院の中央部門のひとつとなり、女性特有の疾患や体調が悪い
けれどもどこに行ったらよいかわからない、またじっくりとお話を聞きたい
という患者さんに対し、性差を考慮したきめ細やかな患者さんに寄り添う医

療を提供している。福島県立医科大学
性差医療センター教授
小宮 ひろみ



本事業は、環境省委託事業「放射線健康管理・健康不安対策事業（放射線の健康影響に
係る研究調査事業）」において採択され実施しております。

参加者は19名、アンケート回収は19名でした。

アンケート集計結果

評価項目 そう思う*

研修の資料や進行について

配布資料は適切だった

時間配分は適切だった

進行は適切だった

95％

95％

100％

講義について

講義内容が理解できた

講義は今後の保健活動に役立つと思う

学んだことを同僚に伝えたいと思う

89％

95％

100％

話し合いについて

話し合いは今後の保健活動に役立つと思う
89％

あなたご自身について

研修を受ける前よりも、保健活動に対する

自信が増したと思う

研修を受ける前よりも、健康に関して住民

と話し合う自信が増したと思う

47％

63％

*5段階評価：「1. 全くそう思わない」～「5. 大いにそう思う」の４と５の合計

参加者の感想

🍃グループワークの様子

グループワークでは、漢方療
法全般についての疑問や保健活
動に活かす上でどうするか等、
意見交換しました。また、各グ
ループからの質問等について講
師の先生からアドバイスを頂き
対策等についても共有しました。

🍃アンケート集計結果

◼漢方にはあまりなじみがな
かったが、飲み方や、どう
いう症状に効くのか、など
知ることができてよかったで
す。

◼漢方の話を聴くのがはじ
めてだったため、とても勉
強になった。

◼漢方薬について一から丁
寧に説明していただきとて
も分かりやすかったです。

復習ポイント

✓ どのような症状に漢
方は効きやすいで
しょうか？

✓ 漢方薬の副作用には、
どのようなものがあ
るでしょうか？

▶グループワークでは漢法療法についての互いの疑問や
事例などを通じ、さらに理解を深めました。


